
平成１９年２月期 レーダー級海上特殊無線技士 試験問題 
 
法  規 １２問 

 ２４問 １時間 
無線工学 １２問 
 
（注） 解答は、答えとして正しいと判断し

 
〔１〕 次の記述は、電波法の目的に関する

ある。      内に入れるべき字句を
べ。 

 
    「この法律は、電波の公平かつ   
保することによって、公共の福祉を増

的とする。」 
 
   １．合理的 
   ２．能率的 
   ３．有効 
   ４．適正 
 
 
〔２〕 次の記述は、電波法に規定する「無

ある。       内に入れるべき字句を
べ。 

 
    「無線局とは、無線設備及び      
   ただし、受信のみを目的とするものを

 
１．無線設備の操作を行う者 
２．無線局を運用する者 

   ３．無線通信を行う者 
   ４．無線従事者 
 
    
〔３〕 次の記述は、船舶に施設する無線設

設備規則の規定である。      内に入
下の番号から選べ。 

 
    「船舶の航海船橋に通常設置する無

の筐
きょう

体の見やすい箇所に、当該設備

に障害を与えない最小の距離を明示

ない。」 
 
   １．他の電気的設備の機能 
   ２．自動レーダープロッティング機能

   ３．磁気羅針儀の機能 
   ４．自動操舵装置の機能 
 
 
 

法     規
たものを一つだけ選び、答案用紙の答欄に正しく記入（マーク）すること。 

電波法の規定で

下の番号から選

    な利用を確
進することを目

線局」の定義で

下の番号から選

 の総体をいう。 
含まない。」 

備に関する無線

れるべき字句を

線設備には、そ

の発する磁界が 
しなければなら

 

 〔４〕 無線従事者が免許証を失って再交付を受けた後、失
った免許証を発見したときは、発見した日からどれほ

どの期間内にその免許証を返納しなければならない

か、正しいものを次のうちから選べ。 
 
   １．１箇月 
   ２．１４日 
   ３．１０日 
   ４． ７日 
 
 
 
 
 
〔５〕 無線従事者が免許証の訂正を受けなければならない

のは、どの場合か、正しいものを次のうちから選べ。 
 
   １．住所を変更したとき。    
   ２．氏名に変更を生じたとき。 
   ３．本籍の都道府県を変更したとき。 
   ４．他の無線従事者の資格の免許を受けたとき。 
 
 
 
 
 
 
〔６〕 次の記述は、レーダー級海上特殊無線技士の資格を

有する者が行うことができる無線設備の操作に関す

る電波法施行令の規定である。      内に入れるべ
き字句を下の番号から選べ。 

 
    「海岸局、船舶局及び船舶のための無線航行局のレ

ーダーの       で電波の質に影響を及ぼさないも
のの技術操作」       

     
   １．空中線 
   ２．電源設備 
   ３．調整装置 
   ４．外部の転換装置 

（１） 



法      規 
 
〔７〕 無線局を運用する場合において、空中線電力は、

遭難通信を行う場合を除き、次のどれによらなけれ

ばならないか。 
 
   １．免許状又は登録状に記載されたものの範囲内で

通信を行うため十分なもの 
   ２．免許状又は登録状に記載されたものの範囲内で

通信を行うため必要最小のもの 
   ３．通信の相手方となる無線局が要求するもの 
   ４．無線局免許申請書に記載したもの 
 
 
〔８〕 無線従事者が不正な手段により、無線従事者の免

許を受けたとき、総務大臣から受けることがある処

分は、次のどれか。 
 
   １．６箇月間の無線設備の操作範囲の制限 
   ２．１年間の業務の従事停止 
   ３．無線従事者の免許の取消し 
   ４．３年間の無線従事者国家試験の受験停止 
 
 
 
〔９〕 臨時検査（電波法第７３条第４項の検査）におい

て検査されることがあるのは、次のどれか。 
 
１．無線従事者の資格及び員数 
２．無線従事者の知識及び技能 

   ３．無線従事者の勤務状況 
   ４．無線従事者の住所及び氏名 

 〔10〕 無線従事者が総務大臣から３箇月以内の期間を定め
て無線通信の業務に従事することを停止されることが

ある場合は、次のどれか。 
 
   １．電波法に違反したとき。 
   ２．免許証を失ったとき。 
   ３．刑法上の罪を犯し、罰金以上の刑に処せられたと

き。 
   ４．選任されている無線局が運用停止の処分を受けた

とき。 
 
 
〔11〕  無線局の免許人又は登録人は、無線従事者を選任又
は解任したときは、電波法の規定により、どの手続を

とらなければならないか、正しいものを次のうちから

選べ。 
 
   １．１箇月以内にその旨を届け出る。 
   ２．遅滞なくその旨を届け出る。 
   ３．１０日以内にその旨を報告する。 
   ４．速やかに総務大臣の承認を受ける。 
 
 
〔12〕 電波法の規定により、免許状を１箇月以内に返納し
なければならない場合は、次のどれか。 

 
   １．６箇月以上無線局の運用を休止するとき。 
   ２．免許状を破損し又は汚したとき。 
   ３．無線局の運用の停止を命じられたとき。 
   ４．無線局を廃止したとき。 

レーダー（２） 


